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文化を楽しみたいのに・・・ 

図書館の読み 
聞かせに行きたい
けれど駐車場代が
払えないわ 

港サッカー場が 
４万円→ 

５万２千円に… 
困ったな 

文化小劇場の 
練習室が 2600円
→3600円に 
なるなんて 

 

テニスコートが
昼間1300円→
1900 円になっ
ては…ランチ代
が飛ぶわね 

スポーツ 
センターのプールは 
大人も子どもも
100円増       

いっせいの値上げは困ります       

生涯学習センター
の値上がりで、地域
のつどいの回数を
減らさなきゃ… 

スポーツを楽しみたいのに・・・ 

手数料の値上がりで大打撃・・・ 

粗大ごみの 
自己搬入が１ｋｇ 
20円→27円 
なんて聞いてない 

粗大ごみの 
手数料が 1500円か
ら 2500円に 
なるなんて 

くらしを応援してほしい！！ 

所得証明書等の 
交付が 300円→
400円だって？ 

 困るわ 

金シャチマネーは 
お金に余裕がある人、 
スマホを使える人のもの 
公共施設の無料化 
をしてほしい 

東京では水道料
金や電気料金を
自治体が補助し
ているわ 

もっと中小企業
の応援をしてほ
しい 



 

 

う、うそでしょ…？ こんなに値上げ？ 

使用料 752施設 約 12億 6千万負担増（半年だけで） 

◆市民プール 大人 300円→450円 

◆テニスコート 昼間 1,300円→1,900円 

◆中学校地域スポーツセンター 1,500円→2,250円 

◆文化小劇場 2,600円→3,600円 

◆生涯学習センター 1,200円→1,500円 

◆イーブル名古屋・女性会館 800円→1,000円 

（駐車場は 300円→1,000円） 

手数料 17項目、約 7億円負担増 

◆所得証明書等の交付 300円→400円 

◆粗大ごみ 1,500円→2，500円     等々 

 

(3) 問題点 使用料手数料 

①物価高騰で市民生活が苦しい中、上げ幅が大き

く、インフレを助長 

 範囲が広範で、ほとんどの市民が影響を受ける  

ほとんどの市民の生活に打撃  

⇒今、求められるのは物価

対策でむしろ引き下げられるべき 

②約 20年間値上げせずに突然の大幅？値上げ 

 ⇒経過措置はあるべき ｢市民税減税｣は市民サ

ービスを低下させない約束 

  「市民税減税」を行うため、市民サービスは低下

させないはず 

  20年間放置されたのは市民に責任はない 

③スポーツや文化、市民活動への影響が大きい 

市民サービスは、特定の利用者のためのサービ

スではなく、「住民の福祉」のため市民が気軽に利

用できる公共インフラであって、市民全体が受益者

⇒本来は無償 

⑤値上げ分は「市民税減税」の財源に 「市民税

減税」こそなくすべき 

⑥国の物価高騰交付金は 60億円を金シャチマネ

ーに 

 

 

ここが問題 

①ほとんどの市民の生活に大打撃 

今、求められるのは物価対策 

むしろ引き下げをしてほしい 

②突然の大幅値上げ💦 

20年間上げなかったと言うけれど、 

市民に責任はありません 

③市民サービスは【住民の福祉】 

公の施設やサービスは、市民が気軽に利

用できる公共インフラとして、本来は無償

であるべきです 

④国の物価高騰交付金 60億円は 

金シャチマネーに・・・ 

お金に余裕のある人が手にしやすい政策

が果たして物価高対策でしょうか 

⑤2026年度は10月からの値上がりのため

半年分の約 12億６千万円が市民負担

増。２０２７年度は１年分になるので、もっと

もっと負担が増える！ 

⑥値上げ分は「市民税減税」の財源に 

 「市民税減税」こそなくすべき 

｢市民税減税｣は市民サービスを 

低下させない約束です 

市民の半数（非課税世帯等）が恩恵のない「市民税

減税」をやめて、軒並み値上げをストップしてください 
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2026年度予算案には、生活保護世帯（生

活扶助受給者）等への上下水道料金の減免

制度の廃止が盛り込まれています。 

当初 2025年 10月からの廃止でしたが、

2026年度は国の物価高騰交付金を活用し、

廃止時期が2027年4月に延期されました。 

減免制度が廃止されると、生活扶助費が月

に 1700円程度引き下げられることと同じこ

とになります。 

今この物価高騰の中でも、生活扶助費はほと

んど引き上げられておらず、生活保護を受けてい

る世帯では、お米が買えないなどの悲鳴が上が

っています。 

『水はいのち』です。減免制度をなくすことは、

いのちとくらしを直撃します。「ひどい」、「今やる

べきことではない」という声が上がっています。 

ご一緒に声をあげ、上下水道料金の減免制度

を継続させましょう！ 

 

１．使用料・利用料のいっせい値上げを行わないこと 

２．上下水道料金の生活扶助世帯に対する減免制度を2027年4月以降も継続すること 

わたしたちは 

求めます 


